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ら か に 紋 が 出現 する 時 は 一 方 に も 出 や すく , 出 な いと き は も を も う 一 方 に も 出 に くい と いう 傾向 が ある と いう 程度 し か 現 
在 の 資料 か ら は 言え 々 な か っ た . 

な お , 対立 貴 伝 と 考え られ る 例 と し て 高山 市 周辺 の アイ ノミ ドリ シジミ 多 型 に も 触れ た が , いずれ に せよ ここ で 
は 現有 の 資料 の 解釈 の し 方 の 一 つの 例 と し て 述べ た に すぎ ぬこ と を 最後 に 述べ て お きた い . 


20. アゲ ハチ ョ ウ 科 に お ける epiphysis の 形態 に つい て 牧 。 林 功 (大 宮 市 ) 

周知 の よう に Papilionidae の 種 の 駿 節 内 側 に は epiphysis が 存在 する . この こと は 同 科 の 重要 な 特徴 の 一 つ で 
ある . し か し 従来 , その 形態 に つい て は あま り 顧 み ら れ な か っ た そこ で ここ に その 形態 の 一 端 を 明らか に し た . 

Epiphysis は 内 面 に 大 きく 開口 し た 袋 状 を 呈す る . そし て その 形態 は 二 つ の 類型 に 分 けら れる . 一 つ は Parnassius 
に 見 られ る も の で ラグ ビー ボー ル 型 を な し , 他 の 型 は その 先端 が 失っ た 形態 を し Papilio に 見 られ る . 

Baroniinae は Daronia brevicornis の みよ りな る が , 本 種 の epiphysis は Parnassius 型 で 非常 に 大 きく , 脆 
節 長 の 4% を 超え る . Parnassiinae の Parnassiini は 典型 的 な Parnassius 型 で , その 付 意 点 は 脆 節 の ほぼ ば 中央 に 
位置 する . また その 内 側 外側 共に 毛 が 密 生 し て いる . Zerynthiini は Parnassius 型 の epiphysis を 持つ が , その 
付着 点 は 腔 節 中 央 より 末端 た 偏 傘 し , な か に は epiphysis 末端 が 腔 節 末 端 と 等 し い 位置 まで 片 寄 っ た も の も ある . 
また epiphysis は 毛 覆 われ る が 一 部 , 外側 の 後 仁 は 毛 が 失 っ た ウロ ュ コ 状 に 特 化 し て いる . この 形態 は Papilio- 
ninae と 共通 する $ も の で ある . 

Papilioninae の Leptocircini の も ぁ の の うち 演者 の 検 し た も の で は , Graphium (Pathysa) eurous の も の は 
Parnassius 型 を 呈す る が , 他 は すべ て Papi io 型 の epiphysis を 持っ て いる . また ( ど .). aristeus,C (P.). 
egefes の それ は Zerynthiini の よう に 付着 点 が 肥 節 末端 た 偏 論 する . だ が その 他 は ほぼ 懇 部 の 中 央 に 位置 し て い 
る . Papilionini の も の は すべ て Papilio 型 の epiphysis を も ち , 脆 節 の ほぼ 中 央 に 位置 し て いる . また Papilio- 
ninae で は epiphysis の 表面 の 一 部 と 毛 の 特 化し た ウロ コ ュ 状 庁 を 持つ こと は Zerynthiini の それ と 同様 で ある . 






























































21. 白山 と その 山麓 の 里 小 坂 厳 (小松 市 ) 


白山 は 右 川 ・ 岐 阜 両 県 に また が り , 最高 峰 の 御前 峰 は 2702m で あぁ る. 最後 の 氷河 期 の 面影 を 残し て いる 山 と し て は , 
わが 国 の 西南 限 た 位置 し て いる た め に 沸 の 分 布 上 , いく つか の も ぁ も の は 西 限 に あたる も の も あり , ここ で は 現在 まで に 
確認 や 報告 の あっ た 613 種 の 中 か ら 分 布 上 特に 重要 と 思わ れる 下記 の 数 種 に つい て 報告 し た . 

和 名 の あと の ( ) 内 に , 採集 地 ・ 採 集 者 また は 報告 者 ・ 発 表 年 度 を 示し た . 

ジョ ッ ザ ン と トリ (観光 新 道 . 小坂 , 1977) 

マダ ラキ ノコ ョ トウ (中 宮 . 富沢 , 1977) 

アル プス マヤ ガ (室堂 平 . 神保 , 1967) 

タカ ネ ハ イイ ロ ヨ トウ (室堂 平 . 小坂 , 1977) 

ハイ イロ ハ ガ タ ョ トウ (中 宮 . 富沢 , 1977) 

ミヤ マハ ガタ ョ トッ ( み だ が 原 . 田中 , 1966) 

オオ アカ ョ トウ ( み だ が 原 . 田中 , 1966) 

ミヤ マシ ョ ッ ブ ョ トッ (中 宮 . 小坂 , 1974) 

アァ イノ クロ ハナ ギン ガ (中 宮 . 富沢 , 1977) 

アル プス ギン ウッ ズ パ ( 南 竜 馬場 . 神保, 1968) 

ョ シノ キシ タバ (中 宮 . 富沢 , 1977) 

バン タイ マイ マイ (白峰 . 小坂 , 1973) 

シロ オビ コバ ネ ナ ミ シャ ク (中 宮 . 富沢 , 1977) 

アカ マダ ラ シ マ ナミ ク ャ ク ( み だ が 原 . 田中 . 若林 , 1963: 室堂 平 . 小坂 , 1977) 

サザ ナミ ナミ シャ ク ( 南 竜 馬場 . 神保 , 1968, み だ が 原 . 田中 , 1967) 

アル プス カバ ナミ シャ ク ( 南 竜馬 場 . 神保 , 1968) 

ッ ト モ ン ツ ト ガ ( 尾 添 , 富沢 , 1977) 
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ウス キモ ン ノ メイ ガ (中 宮 . 富沢 , 1977) 
オオ ウン ホソ ハマ キ (白山 . 川辺 , 1971) 
タカ ネ ハ イイ ロ ハ マ キ (室堂 平 . 川辺 , 1970) 



















































































22. 小笠 原 の 蝶 の 生態 小路 葉 明 (茨木 市 ) 
筆者 は 過去 4 回 に わた り 小 等 原 (母島 , 父島 , 多 島 ) へ 濾 生 し GS を で で 観 宗 し た 蝶 の 生態 に つい て に 紹介 
柱 名 プア グ ゲ A 敵 a . 2 SR 6 
二年生 3 9 一 11 月 | 通 年 通 年 (た だ し 2 月 10 一 12 月 不詳 | ( 但 , 2 月 
思わ れる ) | _ | 。 は 未 記録 ) | _| 未 記 録 ) 
| 栽 夫 NS ャ ン | セイ ペン を ョ | クサ ャ ン オォ バシ マト ラ モモ タマ | マセ イヌ ハチ ジョ ウッ 
: | ナ (Cassia | コシ | ) サキ ナ - に スス キ を 次 
| アウ ザン コ |alata) SA ND ※%% 
ショ ツ 次 。 インド サイ | ズ メ ヒエ | マメ (クス ノ キ 科 ) | サト ウキ ビ 
| ヒス ザン シ カチ ? 他 1 |「 サト ウツ キビ , ュ プ アガシ * 
食 草 ! 』 ッ 支 種 (Cassia 」 イヌ アッ (見 : 人 
SD. ) 次 ) ハチ ジョ ッ ウッ グ ツ 
シュ ロ ガ マ ヤッ 1 
J > 
i ギョ ウッ ギ シ ノ | 
mm ! 本 培っ ee ー 
リラ ジン 区 ナチ 吸 汁 : タ コノ シマ ザク シマ ザク ラ モモ タマ 不詳 ラン タナ 
ナガ ボッ ッ ツ キ 腐 果 ラ 「 オ オバ シマ ムラ ) ザ が ナガ ボソ ツウ 
ミト ブチ ガ ジ ュ サキ 
GE 6 「 アゲ ラー タム 
ぶ と 府 果 モン テン ボク 
ムー ジン セ メ ツ バ 
日 中 日 タ 去 テリ トリ ー リト リー 
時 填 陸生 HE 昌 を 張る タ 計 10 負 、 の % ろ 
導 罰 介 の 新 革 人 重 の 新 革 合間 の 上 斎 つば に 原則 と し て , 成 | つぼみ に 不詳 。 成 表 面 に 
一 若葉 に 1 裏 に 1 卵 ず 面 に 1 一 数 卵 1 卵 ず つ 葉 裏 面 に 1 卵 ず 1 卵 ず つ i MB 
形 式 | | っ う 2 「 っ 
幼 上 の 入間 の 代表 ee 葉 裏 ~ 茎 つぼ み ・ 花 薄 花穂 。 | 巣 内 | 巣 内 
静止 位置 花 の 中 
聞 化 食 構 の 校 信吉 の 析 革 上 根 ぎ わ の 食 樹 の 根 ぎ わ の 不明 業 内 。 巣 内 
| 卵 寄生 蜂 
その 他 _ 幼虫 寄生 螺 
( ' | ( 未 同定 ) 確 認 
※ 大 西 公 一 氏 に よ 〇 詳細 は Crude 11, 13, 14) に 掲載 済 . 
* テ メト 島 詩 三 , 村 和 R に よる 
*※※ 震 山 潤 三 氏 に よ 
次 未 発表 
23. 日 本 産 モ ン キ チョ ウ 属 の 一 未 記録 種 に つい て 白水 隆 ( 九 大 ・ 数 養 ・ 生 物 ) 


日 本 で は 未 記 録 の モン キチ ョ a ツ 属 の 1 種 , Colzas fieldii Ménétries が 四国 お よび 九州 で 採集 され て いる こと が 判 
明 し た の で 報告 し た い . 調査 し た 標本 は 下記 の 2 頭 . 

18, 徳島 県 徳島 市 丈 太 町 , 1965 年 11 月 13 日 , 平井 雅男 氏 採 集 . 

19, 福岡 県 遠賀 郡 芦屋 町 浜口 , 1964 年 10 月 , 石川 必 宏 ・ 石 川 延 寛 氏 採集 . 

この 2 頭 の 標本 に よる 限り R. Verity (Rhopalocera Palaearctica, 1905 一 1911) の 図示 し た 中 国産 の 亜 種 
subsp. ckinensis Verity よ りゃ も , むし ろ 原 名 亜 種 (演者 は ネパール , アフ ガニ スタ ン の 標本 と 比較 し た ) に 近い . 

現在 の と ころ , 本 種 は 日 本 の 土 落 種 と は 考え 難く , 大 陸 か ら の 迷 ナ チョ ッ ま た は 迷 チ ョ ッ に 由来 する 一 時 的 な 発生 個 
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